


 

人間同士の情報交換(コミュニケーション)においては,音声と動作が同期し,この音声一体

動同期現象が円滑な情報交換に重要な役割を果たしている。本研究においては,成長後の会

話の原始的形態である,出生後まもない新生児と母親との情報交換を研究対象に選定し,定

量的計測手法を導入して,積極的にシステム論的モデル化を行ない,その結果を単に母子関

係にとどまらず,マン・マシン・システム全般にまで広く応用しようとするものである。 


